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本
崇

『
法
界
観
門
通
玄
記
』
に

つ
い
て

ー
華
厳
復
興
期

の
教
観
、井
修
論
を
中
心
と
し
て
ー

吉

田

剛

一

前
言

禅
宗

の
台
頭
す
る
宋
代
の
仏
教
で
は
、
い
わ
ゆ
る
教
外
別
伝

・
不
立
文
字
を
唱
え
禅
観

の
み
を
専
ら
修
し
て
教
学
を
あ
ま
り
顧
み
な

い

流
れ
と
、
そ
れ
に
対
し
、
教
観
井
修

の
立
場
を
唱
え
る
流
れ
と
が
あ
る
。
教
観
井
修

(ま
た
は
教
禅
井
修
)
の
立
場

は
、
教
と
禅
と
を
会

通
さ

せ
る
宗
密
流
の
教
禅

一
致
思
想
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
て
、
教
学
と
禅
観
と
の
何
方
に
も
偏
ら
ず
修
行
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
も

の
で
あ
り
、
北
宋
初
期
に
復
興
し
隆
盛
し
て
い
た
天
台
教
学
が
誇
る
教
観
双
美

・
教
観
相
依

の
立
場
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
北
宋
代
に
お
い
て
は
、
教
学
と
し
て
は
天
台
と
華
厳

の
勢
力
が
強
く
、
教
と
言
え
ば
概
ね
そ
の
ど
ち
ら

か
を
指
す
場
合
が
多

い
と

い

っ
て
差
し
支
え
な

い
が
、
祖
統
や
法
系
は
か
な
り
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
に
比
べ
て
宗
派
意
識
は
弱
い
。
北
宋
初

期
の
段
階
で
は
い
ち
早
く
復
興
を
遂
げ
た
天
台
学
派

の
勢
力
が
圧
倒
的
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
宗
派
を
越
え
て
混
修
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ

る
。
天
台
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
螺
渓
義
寂

(義
寂
)
が

『妄
尽
還
源
観
』
『法
界
観
門
』
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
な
ど
華
厳
の
典
籍

　
　

　

を
講
じ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
の

一
例
で
あ
る
。
教
家
に
お
い
て
宗
派
意
識
が
明
確
に
現
れ
て
く
る
の
は
、
天
台
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
山
家

・

山
外
論
争

の
生
じ
た
頃
を
境
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
最
中
に
華
厳
学
派
が
復
興
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
立

て
役
者
で
あ
り
華
厳
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中
興
教
主
と
称
さ
れ
た
晋
水
浄
源

(
一
〇

=

～

一
〇
八
八
)
の
世
代
ま
で
は
、
天
台
教
学
で
言
わ
れ
る
三
止
三
観
や
三
諦
円
融
な
ど
の

　　
　

思
想

を
や
は
り
自
然
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
宋
代
の
華
厳
学
派
で
教
観
井
修
を
い
う
場
合
、
観
と
は
主

に
中
国
華
厳
宗

の
初
祖

杜
順
集
と
さ
れ
る

『法
界
観
門
』
を
指
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
、
思
想
界
全
般
に
お
い
て

『
法
界
観
門
』
が
広

い
影
響
力
を
も

っ

て
い
た
こ
と
と
も
関
係
が
深
い
。
た
と
え
ば
、
程
願

(程
伊
川
、

一
〇
三
三
～

一
一
〇
七
)
が
彼
の
思
想
的
特
徴
を
担
う

「理

一
」
を
説

　　
　

明
す
る
際
、
『法
界
観
門
』
に
よ

っ
て
説
明
し
て
い
る
な
ど
も
、
そ
の

一
例
で
あ
る
。
か
か
る

『法
界
観
門
』

の
影
響
力

の
強
さ
に
伴

い
、

唐
末
か
ら
宋
代
に
か
け
て
は

『法
界
観
門
』
の
注
釈
書
が
多
く
書
か
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
本
崇
の

『法
界
観
門
通
玄
記
』
三
巻

(以
下

『
通
玄
記
』
と
略
)
を
取
り
上
げ
る
。
本
書
は

『法
界
観
門
』
に
注
し
て
五

祖
宗
密
が
著
し
た

『註
法
界
観
門
』
に
対
す
る
随
文
解
釈
で
あ
る
。
著
者
で
あ
る
本
崇
は
浄
源
と
時
代
を
接
す
る

人
で
、
教
観
井
修
の
立

場
を
と

っ
て
お
り
、
復
興
期

の
華
厳
教
学

の
あ
り
よ
う
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
資
料
で
あ
る
。

本
書
は
、
凝
然
の

『華
厳
宗
経
論
章
疏
目
録
』
に

「同

(法
界
)
観
通
玄
記
三
巻

本
崇
述
」
と
あ
り
、
謙
順

『
増
補
諸
宗
章
疏
録
』

巻

二
に
も

「法
界
観
通
玄
記
三
巻

本
崇
述
」
と
あ
る
が
、
い
ず
れ

の
大
蔵
経
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
来
未
見
の
稀
襯
書
で
あ
る
。

現
在

、
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
宋
版
と
明
版
と
の
二
種
で
あ
る
。

ま
ず
、
宋
版
は
京
都
栂
尾
高
山
寺
所
蔵
で
、
昭
和
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
常
盤
大
定
氏
が
調
査
し
た
際
は
、
巻
中

・
下
の
二
巻
が
善

本
と
し
て
存
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
行
わ
れ
た
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団

の
報
告
に
よ
る
と
、
巻
中

は
尾
欠
、
下
巻
は
首

　　
　

二
紙

の
み
存
す
る
と
あ
り
、
僅
か
三
十
年

の
間
に
か
な
り
散
侠
し
た
こ
と
が
判
る
。

次
に
、
明
版
は
立
正
大
学
図
書
館
所
蔵
の
上

・
中

二
巻
で
あ
る
。
同
図
書
館
に
は
、
中
国
明
代
か
ら
清
初
に
か
け

て
印
造
さ
れ
た
南
京

報
恩
寺
版
大
蔵
経

(南
蔵
)
の

一
部

(二
六
八
部
五
五
八
巻
)
、
お
よ
び
、
こ
れ
と
共
に
寄
贈
さ
れ
た
明
代

の
単
刻
仏
典
八
〇
帖
ほ
ど

(
一

部
写
本
と
清
版
を
含
む
)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
単
刻
仏
典

の
中
に

『
通
玄
記
』
三
巻

の
う
ち
、
巻
上

・
中

の
二
巻
が
完
全
な
形

で
現
存
し
て
お
り
、
巻
下
は
前
表
紙

の
み
存
し
て
い
る
。
所
蔵
の
単
刻
仏
典
の
内
容
は

『
立
正
大
学
図
書
館
所
蔵

明
版
仏
典
解
題
目
録
』
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(
一
九
九
九
年
三
月
二
五
日
発
行
)
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
、
各
典
籍
に
つ
い
て
は

「主
要
仏
典
解
説
」
と
し
て
、

立
正
大
学
文
学
部
助
手

野
沢
佳
美
氏
に
よ
る
解
説

・
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
て
、
た
い

へ
ん
参
考
に
な
る
。
ま
た
巻
末
に
は
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
て

『
通
玄
記
』

が
影
印
さ
れ
て
お
り
、
本
書

の
内
容
を
具
さ
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
宋
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た

『
法
界
観
門
』
の
注
釈

が
如
何
な
る
形
で
な
さ
れ
て
い
た
か
を

一
層
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
華
厳
学
、
と
り
わ
け
宋
代
を
研
究
し

て
い
る
筆
者
に
と

っ
て

実
に
有
り
難

い
。
公
開
に
踏
み
き

っ
て
く
だ
さ

っ
た
立
正
大
学
図
書
館
と
、
詳
細
な
書
誌
学
的
解
説
を
加
え
て
く

だ
さ

っ
た
手
野
沢
佳
美

氏
に
感
謝
と
敬
意

の
意
を
申
し
上
げ
た
い
。

当
論
文
で
は
、
上
記
の
成
果
を
参
照
し

つ
つ
、
『通
玄
記
』
に
お
け
る
教
学
的
問
題
点
を
通
じ
て
、
北
宋
代
に
お
け
る
華
厳
復
興
当
時
の

状
況
を
見
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
兼
ね

て
、
管
見
に
よ

っ
て
知
り
得
た
こ
と
を
も
と
に
、
本
書
が
宋
代
の
仏
教

に
お
い
て
如
何
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か
を
幾

つ
か
の
角
度
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二

著
者
本
崇
に
つ
い
て

著
者

で
あ
る
広
智
大
師
本
崇
は
北
宋
代
の
人
。
ほ
か
に

『華
厳
七
字
経
題
法
界
観
三
十
門
頒
』
(以
下

『
七
字
経
題
三
十
門
頗
』
と
略
)

と
題
す
る
著
作
が
あ
り
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
四
十
五
巻

(Z
o
.一〇〇〇〇α
)
と
大
日
本
卍
続
蔵
経
第

二
套
第
八
輯
第
四

(影
印
本
通
巻
第

一
〇

三
巻

)
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
巻
上
の
冒
頭
に
は
彼
の
略
伝
が
記
さ
れ

て
い
る
。

師
本
京
人
也
。
始
聴
華
嚴
大
経
、
深
通
玄
奥
。
終
歴
諸
祖
輝
林
、
洞
明
宗
旨
。
於
神
宗
元
豊
六
年
甲
子
、
罷
参
隠
嵩
。
少
間
無
壼
居

士
響
師
徳
。
於
元
祐
戊
辰
歳
、
謹
率
群
賢
遽
師
入
京
、
請
講
此
観
、
被
暉
教
二
種
學
徒
、
造
通
玄
記
三
巻
、
剖

文
析
義
、
映
古
奪
今
、

述
七
字
経
題
井
三
十
観
門
頗
、
紀
綱
経
観
節
要
、
顯
出
輝
門
眼
目
。
天
畳
群
賢
皆
展
巻
、
而
時
時
聴
之
。
大
異
其
辮
耳
。
乃
輯
出
疏

帖
、
強
請
出
世
住
開
封
夷
門
大
刹
。
又
奏
特
賜
廣
智
大
師
佳
號
。
後
住
報
本
暉
寺
而
終
焉
。
(大
正
蔵
四
五

・
六
九
二

c
)
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本
崇
は
開
封
の
人
で
、
初
め
華
厳
大
経
を
聴

い
て
深
く
玄
奥
に
通
じ
、
そ
の
後
、
各
地

の
禅
刹
を
歴
遊
し
て
宗
旨
に
洞
明
し
た
。
元
豊

六
年

(
一
〇
八
三
)
、
崇

(河
南
省
登
封
県
)
に
隠
棲
し
、
無
壼
居
士

(張
商
英
)
と
交
流
が
あ

っ
た
。
元
祐
三
年

(
一
〇
八
八
)
、
群
賢

の
要
請
に
応
じ
て
開
封
に
入
り
、
禅
教
二
種
の
学
徒
の
た
め
に

『法
界
観
門
』
を
講
じ
て

『
通
玄
記
』
三
巻
を
造

っ
た
。
ま
た
、
『七
字
経

題
三
十
門
頒
』
を
述
作
し
て

『華
厳
経
』
と

『
法
界
観
門
』
の
節
要
を
紀
綱
し
、
禅
門
の
眼
目
を
顕
出
し
た
。
そ
の
後
、
請
わ
れ
て
開
封

の
夷

門
山
華
厳
寺

の
住
持
と
な
り
、
広
智
大
師

の
号
を
賜
り
、
報
本
禅
寺
に
遷

っ
て
没
し
た
と

い
う
。
こ
の
記
述
に
よ

っ
て
、
本
崇
は
北

宋

の
首
都
開
封
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
や
、
浄
源
と
時
代
を
接
す
る
人
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
の
法

系
は
不
明
で
あ
る
が
、

主
に

『
法
界
観
門
』
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
諸
方
を
歴
遊
し
て
禅
を
修
め
、
教
禅

一
致

・
教
観
井
修

の
立
場
か
ら

『通
玄
記
』

と

『
七
字
経
題
三
十
門
頒
』
と
を
製
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
立
正
大
学
図
書
館
所
蔵

の
明
版

『
通
玄
記
』
の
上
巻
巻
首
に
は
、
霊
芝
元
照

(
一
〇
四
八
～

=

一
六
)
に
よ
る
大
観
三
年

(
一

一
〇
九
)
の
序
が
付
さ
れ
て
お
り
、
本
崇

の
弟
子
の
東
京
覚
上
人

(未
詳
)
が
開
版
し
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

元
照
の
叙
は

『
芝
園

集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
記
述
に
も
見
え
て
い
な
い
が
、
本
崇
と
元
照
と
は
同
時
期

の
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者

の
問

に
何

ら
か
の
交
渉
が
あ

っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

華
嚴
法
界
観
通
玄
記
序

余
杭
霊
芝
蘭
若
繹

元
照

述

華
嚴
浩
傅
、
法
界
包
容
、
杏
絶
迎
随
隻
超
言
象
。
然
既
有
大
経
焉
、
有
観
門
焉
、
有
注
繹
焉
、
語
言
文
宇
。
巳
爲
繁
當
、
而
又
撰
記

砕
科
、
曲
解
盈
干
数
軸
。
吾
恐
名
相
、
支
離
理
趣
。
況
隠
將
使
後
學
、
造
入
法
界

一
眞
之
境
、
能
無
困
蹟
耶
。
封
日
、
不
然
。
吾
聞

文
字
、
唖
離
即
是
解
脱
。
量
所
謂
瞭
棄
於
典
諾
乎
。
音
聲
腱
空
、
即
是
般
若
。
豊
所
謂
杜
絶
於
言
論
乎
。
故
夫
忘
笙
之
士
、
錐
龍
宮

海
藏
、
亦
未
足
。
爲
繁
執
指
之
徒
、
錐
三
絨
久
黙
、
亦
未
能
無
滞
忘
笙
執
指
在
人
根
之
利
鈍
。
亦
何
關
於
物
境
哉
。
若
夫
非
大
経
、

無
以
謹
法
界
之
性
。
徳
非
観
門
、
無
以
通
大
経
之
法
義
。
非
注
繹
、
無
以
聞
三
重
之
秘
門
、
非
序
引
、
無
以
見
注
繹
之
興
致
。
非
記
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解
、
無
以
曉
注
序
之
文
理
。
夫
如
是
則
何
支
離
沈
隠
之
有
哉
。
且
道
在
人
弘
理
因
言
顯
。
先
達
了
悟
、
非
言
詮
何
以
授
人
。
後
進
聴

尋
、
非
文
字
何
以
措
手
。
是
故
、
得
記
解
、
則
注
序
、
可
以
明
得
注
序
。
則
観
門
、
可
以
識
得
観
門
。
則
大
経
、
可
以
通
得
大
経
。

則
法
界
、
可
以
達
推
其
投
。
是
襲
診
必
先
於
記
、
是
則
通
玄
之
作
、
得
非
入
法
界
之
権
輿
乎
。
東
京
畳
上
人
、
素
業
華
嚴
、
存
心
妙

観
。
嘗
從
報
本
廣
智
和
尚
、
面
受
斯
文
、
深
加
考
霰
、
愛
其
剖
文
析
義
、
映
古
奪
今
、
諸
家
繁
街
之
文
、
例
皆
刊
正
。
自
昔
未
明
之

義
、
曲
爲
申
通
足
、
以
啓
迫
來
蒙
、
獲
明
観
智
。
然
恐
布
流
中
外
、
傳
寓
差
誰
。
於
是
、
蜴
力
募
縁
、
命
工
刻
板
。

輕
生
荷
法
垂
手
極
迷
頭
同
炮
、
不
爲
多
得
直
書
短
引
仰
賛
妙
縁
共
利
群
機
永
隆
佛
化
。

若
乃
窮
法
界
之
膿
用
、
叙
観
注
之
元
由
、
則
斐
公

・
観
序
巳
備
。
此
不
復
云
也
。
大
観
巳
丑
暮
秋
既
望
講
亭
叙
。

な
お
、
現
行
本
の

『
七
字
経
題
三
十
門
頒
』
は
帰
徳
法
雲
洒
掃
比
丘
踪
湛

(未
詳
)
の
集
解
に
係
り
、
本
崇

の
頒
に
対
す
る
彼
の
随
文

解
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
『
円
覚
経
』
や

『肇
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
経
論
の
ほ
か
、
永
嘉
玄
覚

の

『
証
道
歌
』
・
傅
大
士
の

『
頒

金
剛
経
』
.
僧
環
の

『
信
心
銘
』
・
園
悟
克
勤

の
語
録
な
ど
を
引
用
し
、
禅
語
を
駆
使
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
彼
の
記
し
た
序
践
に
は

「時
正
大
元
年
歳
次
甲
申
仲
冬
望
日
記
」

(大
正
蔵
四
五

・
六
九
二

c
八
)
と
あ
り
、
正
大
元
年
は
金
朝

の
元
号
で
南
宋

の
嘉
定
十
七
年

(
一

二
二
四
)
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
、
『
七
字
経
題
三
十
門
頗
』
は
こ
の
こ
ろ
ま
で
北
方
で
流
布
し
伝
持
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か

る
。

三

北
宋
代
に
お
け
る

『
法
界
観
門
』
の
受
容

　ら
　

『
法
界
観
門
』
は
、
澄
観
が

『
法
界
玄
鏡
』
を
著
し
、
さ
ら
に
宗
密
が

『
註
法
界
観
門
』
を
著
し
て
か
ら
、
地
域

・、道
俗

・
学
派
を
問

わ
ず
多
く
の
人
々
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
唐
末
か
ら
北
宋
代
に
か
け
て
同
書
に
対
す
る
注
釈
書
が
頗
る
多
く
現
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
木
村
清
孝
氏
も
触
れ
て
お
ら
れ
、
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
(『
義
天
録
』
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
十
四
種
の
書
名
と
、
『
通



　　
　

玄
記

』
な
ど
現
存
す
る
も
の
を
含
む
そ
の
他

の
七
種
の
書
名
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
宋
版
や
明
版

の

『
註
法
界
観
門
』
に
は

　　
　

好
烏

山
沙
門
智
蔵

の
注
し
た

『
略
法
界
観
門
』
が
合
刻
さ
れ
て
い
る
し
、
南
宋
代
に
は
師
会

(宋
朝
四
家
の

一
人
)

の
弟
子
の
善
嘉

(喜
)

が

『
捜
英
記
』
を
著
し
て
い
魏
。
そ
の
後
に
注
釈
書
が
著
さ
れ
た
記
録
は
確
認
で
き
な
い
が
、
北
宋
代
に
つ
い
て
言
え
ば
、
現
在
知
ら
れ

て
い
な
い
も

の
も
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
本
崇
と
時
代
を
接
す
る
浄
源
は
、
自
ら

の
著
し
た

『
法
界
観
門
助
脩
記
』

の
自
序
に
お
い
て
、
『
法
界
観
門
』
の
註
釈
者
と
し
て
四
人
の
名
を

四
家
と
称
し
て
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
に
お
い
て
互
い
に
相
違
が
あ

　　
　

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

菰
観
門
作
爲
砂
解
、
殆
盈
四
家
。
西
蜀
仁
周
法
師
、
開
寳
守
眞
大
師
、
漸
水
從
朗
法
師
、
景
徳
有
明
大
師
。
錐
皆
連
疏
累
偶
託
文
爲

謹
。
而
於
所
解
之
義
、
有
多
互
違
者
。
(義
天

『圓
宗
文
類
』
春

二
二
所
収
、
卍
続
蔵

一
〇
三

.
四
二
五

c
)
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こ
れ
ら
は
何
れ
も
現
存
せ
ず
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
浄
源
以
前

の

『法
界
観
門
』
の
注
釈
に
は
異
な
る
幾

つ
か
の

解
釈
が
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

や

ま

た
、
『法
界
観
門
』
ま
た
は

『註
法
界
観
門
』
そ
の
も
の
も
盛
ん
に
校
勘
刊
行
さ
れ

て
い
た
。
華
厳
を
中
興
し
た
浄
源
は
、
義
天
か
ら

得
た
高
麗
本
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
華
厳
関
係
文
献
を
収
集
し
、
校
勘
し
た
上
で
開
版
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

『
註
法
界
観
門
』
も

含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
龍
蔵
本

『
註
法
界
観
門
』
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
彼
の

「嘉
祐
重
校
注
法
界
観
門
後
序
」
に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
る
。

…
…
上
都
諸
郡
、
鍍
版
流
行
、
互
有
否
威
者
不

一
。
炎
宋
皇
祐
中
、
因
　
呉
門
、
博
求
衆
本
、
労
索
輿
義
、
参

而
校
之
。
傍
治
科
文

一
冊

・
助
脩
記
両
巻
、
授
干
来
学
。
嘉
祐
五
年
春
、
又
以
所
校
観
門
、
再
請
雲
間
興
教
大
師

・
銭
塘
明
義
大
師
、
重
定
諸
本
、
用
伝

干
代
。
二
師
、
羽
教
翼
観
、
名
耀
四
方
、
既
考
其
辞
、
力
務
討
論
、
余
日
、
上
都
観
本
、
与
西
蜀
文
同
。
潭
州
印
本
、
注
義
前
却
。
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楚
蜀
印
版
、
字
多
誰
脱
。
独
杭
本
、
注
文
加
千
余
字
。
若
乃
仰
古
規
、
今
按
文
責
義
、
唯
上
都

・
西
蜀
両
本
、
与
夫
玄
鏡

一
揆
。
誠

為
為
標
準
耳
。
源
日
、
唯
唯
越
二
年
、
有
好
事
者
、
特
募
深
信
、
刊
鍍
斯
文
、
匠
工
既
畢
。
懇
求
後
序
、
…
…
時
嘉
祐
七
年
壬
寅
休

夏
後
三
日
、
於
賢
聖
蔵
院
西
方
丈
序
。

こ

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
上
都

(開
封
か
)
近
辺
で
刊
行
さ
れ
流
行
し
て
い
た

『註
法
界
観
門
』
に
は
文
に
出
入
が
あ

っ
た

の
で
、
浄
源

は
皇
祐
年
間

(
一
〇
四
九
～
五
三
)
に
江
南
で
多
く
の
テ
キ
ス
ト
を
求
め
、
こ
れ
ら
を
校
勘
し
て

『
科
文
』

一
冊
を

作
り
、
さ
ら
に
注
釈

し
て

『
助
脩
記
』
二
巻
を
著
し
た
。
そ
の
後
、
嘉
祐
五
年

(
一
〇
六
〇
)
春
に
、
自
ら
作
成
し
た
校
本
を
携
え
て
雲

間

(松
江
)

の
興
教

大
師
と
銭
塘

(杭
州
)
の
明
義
大
師

の
も
と

へ
赴
き
重
定
を
依
頼
し
た
。
二
師
は
と
も
に
教
と
観
と
に
精
通
す
る
名

の
知
れ
た
人
で
あ
り
、

討
論

の
末
、
上
都
本
と
西
蜀
本
と
は
文
が
同
じ
で
あ
る
が
、
潭
州
本
は
前
欠
で
、
楚
蜀
印
本
に
は
間
違

い
や
脱
字
が
多
く
、
杭
本
は
逆
に

千
余
字

の
加
筆
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
上
都
本
と
西
蜀
本
と
は
澄
観

の

『
法
界
玄
鏡
』
に
上
げ
て
い
る
本
文
と
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
標
準
と
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
い
う
。
そ
の
二
年
後

の
嘉
祐
七
年

(
一
〇
六
二
)
に

「好
事
者
」
が
そ
の
テ
キ

ス
ト
を
刊
行
し
、
浄
源
が
求
め
に
応
じ
て
後
序
を
記
し
た
と
い
う
。

こ

の
こ
と
か
ら
、
『
註
法
界
観
門
』
は
北
宋
前
期
に
お
い
て
、
上
都
本

・
西
蜀
本

・
潭
州
本

・
楚
載
本

・
杭
本
な
ど

の
異
本
が
存
在
し
て

い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
ほ
か
、
江
南
に
は
こ
れ
ら
諸
本
が
収
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
浄
源
が
書

い
た

『科
文
』
と

『助
脩
記
』
は
浄
源

の
校

本
に
依

っ
て
お
り
、
そ
の
後
に
澄
観

の

『
法
界
玄
鏡
』
と
観
門

の
本
文
を
同
じ
く
す
る
上
都
本
お
よ
び
西
蜀
本
を
底
本
と
し
た
テ
キ

ス
ト
が
刊
行
さ
れ
、
浄
源
の
後
序
が
付
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
浄
源
の
後
序
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
は
清

の
龍
蔵
本

の
ほ
か
、
明

の
南

.
北
両
蔵
本
に
も
存
し
た
こ
と
が
、
明
末

の
智
旭

『閲
蔵
知
津
』
巻
四
十
二
の
記
載
に
よ

っ
て
窺
え
る
が
、
嘉

興
蔵
本
系
や
立
正
大

　　
　

学
図
書
館
蔵
の
明
版
に
は
存
在
し
な

い
。
北
宋
初
期
に

『法
界
観
門
』
や

『
註
法
界
観
門
』
が
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

多
く

の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
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四

教
観
井
修
論

本
崇

の
著
作
と
し
て
現
存
す
る
二
著
の
う
ち
、
『通
玄
記
』
で
は
教
理
学
的
な
解
釈
法
を
用
い
て
い
る
が
、
『
七
字
経
題
三
十
門
頬
』
は

「大
方
広
仏
華
厳
経
」
と
い
う
七
字
の
経
題
と

『
法
界
観
門
』
の
三
重
三
十
門
を
そ
れ
ぞ
れ
短

い
頬
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
り
、
禅
的
な

表
現
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
自

己
の
内
証
は
余
人
の
識
り
得
ぬ
こ
と
や
、
真
理
を

示
し
て
も
余
人
の
解

し
得
ぬ
こ
と
を
述

べ
ん
と
し
て
、

盤
雲
見
庭
歯
葬

玄
沙
特
地
週
遮

會
得
南
泉
親
的
旨

東
村
王
老
責
甜
瓜

と
頒
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
霊
雲
志
勤
が
桃
花
を
見
て
開
悟
し
た
と
き
の
偶
を
玄
沙
が
評
し
た
言
葉
や
、
南
泉
普
願
が

『肇
論
』
を
評
し

　　
　

た
陸
亘
大
夫
に
対
し
庭
前

の
花
を
指
し
て
真
を
捉
え
て
い
な
い
と
述
べ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
『
通
玄
記
』
で
も
、
『法
界
観
門
』
の
理

　ま

事
無
磯
観

の
理
遍
於
事
門
を
釈
す
際
に
、
僧
環

の

『
信
心
銘
』
を
引
い
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
あ
ま
り
文
献
を
引
用
し
て
い
な

い
だ
け
に
、
こ
の
引
用
に
は
重
み
が
あ
る
。
彼
が
禅
宗
眼
を
以
て

『
法
界
観
門
』
を
講
じ
た
点
は
、
北
宋
代
に
み
ら
れ
る
教
観
井
修

の
立

場
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

北
宋
代

の
仏
教
で
は
、
天
台
で
あ
れ
華
厳
で
あ
れ
、
観
心
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
天
台
は
元
来
教
観
双
美
を
誇
る
が
、
浄
源
が

華
厳

の
立
場
か
ら
観
を
重
視
し
た
の
は
、
遠
く
は
宗
密
に
よ
る
観
心
門

の
重
視
や
教
禅

一
致
説
、
近
く
は
天
台
や
禅
が
台
頭
し
て
い
た
当

時

の
気
風
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
崇
と
同
時
代
に
華
厳
を
復
興
し
た
浄
源
は
、
宗
密
の
思
想
に
基
づ
き
、
教
理
と
禅
観
と

を
井
修
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
仏
法
を
全
う
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
義
天
が
弟
子
の
紬
秀
に
示
し
た

『示
新
参
学
徒
維
秀
』

(『
大
覚
国
師
文
集
』
巻

一
六
所
録
)
で
は
、
浄
源
が
語

っ
た
言
葉
を
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

而
於
晋
水
法
師
講
下
、
粗
承
教
観
、
講
訓
之
暇
、
嘗
示
謳
云
、
不
學
観
唯
授
経
、
難
聞
五
周
因
果
、
而
不
達
三
重
性
徳
、
不
授
経
唯

学
観
、
錐
悟

三
重
性
徳
、
則
不
辮
五
周
因
果
。
夫
然
則
観
不
得
不
學
、
経
不
得
不
授
也
。
吾
之
所
以
壼
心
於
教
観
者
、
侃
服
斯
言
故
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也
。
故
清
涼
云
、
不
鏡
方
寸
、
盧
負
性
霊
者
、
亦
斯
意
也
。
(『
韓
仏
全
』
四

・
五
五
六
b
～

c
)

す
な

わ
ち
、
義
天
が
浄
源
の
講
下
に
居
た
と
き
、
浄
源
は
講
義

の
合
間
に

「観
を
学
ば
ず
に
、
た
だ
経

の
み
を
学
ぶ
な
ら
ば
、
五
周
因
果

(華
厳
経
の
内
容
区
分
)
の
道
理
を
知

っ
た
と
し
て
も
三
重

の
性
徳

(法
界
観
門
に
示
さ
れ
る
観
法

の
区
分
)
に
達

す
る
こ
と
は
無

い
。

逆
に
経
を
学
ば
ず
、
た
だ
禅
観

の
み
を
学
ぶ
な
ら
ば
、
三
重

の
性
徳
を
悟

っ
た
と
し
て
も
五
周
因
果

の
道
理
に
は
暗

く
な
る
。
し
た
が

っ

て
、
観
も
経
も
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訓
戒
し
た
と
言
い
、
義
天
は
こ
の
訓
戒
に
感
じ
入
り
、
教
観
に
心
を

尽
く
し
た
と

い
う
。

彼

の
言
う
禅
観
と
は
、
『法
界
観
門
』
の
実
践
で
あ
る
。
『法
界
観
門
』
は
宋
代
に
お
い
て
浄
源
以
前
か
ら
宗
派
や
僧

俗
を
越
え
て
流
行
し

て
い
た
。
彼
の
教
観
井
修
の
立
場
は
、
宗
密

の
教
禅

一
致
説
か
ら
更
に
発
展
し
た
教
観
相
依
の
思
想
に
基
づ
く
。
宗
密
に
も
教
と
禅
と
が

相
互
補
完
的
関
係
に
あ
る
と
い
う
発
想
は
有

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
宗
密
が

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
な
ど
で
示
し
て
い
る
所
謂
の
教
禅

一
致

説
は
、
あ
く
ま
で
も
教

の
三
宗
と
禅

の
三
宗
と
を
相
互
に
配
当
し
た
も
の
で
あ
り
、
教
相
判
釈
の
方
法
を
用
い
た
謂
わ
ば
禅
相
判
釈
を
目

的
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
し
て
浄
源
や
本
崇
の
教
観
井
修
論
、
教
観
相
依
的
立
場
は
、
教
と
観
と
が
相
互

に
依

っ
て
立
ち
、
ど

ち
ら
が
欠
け
て
も
完
全
で
は
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
玄
沙
師
備
や
そ
の
系
統
を
引
く
天
台
徳
紹

・
永
明
延
寿

お
　

な
ど
宋
初

の
法
眼
宗

の
禅
風
に
も
既
に
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
崇
や
浄
源
な
ど
華
厳
家

の
人
々
の
い
う
禅
観
は
、
主
に

『法
界
観
門
』

に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

な

お
、
宋
代
で
は
宗
名
を
示
す
際
、
自
称
他
称
を
問
わ
ず
宗
名

の
後
に

「教
観
」
の
二
字
を
加
え
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
天
台
は
天

　ぬ
　

台
教
観
、
華
厳
は
賢
首
教
観
と
称
し
た
。
こ
れ
は
教
と
観
と
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
い
う
意
味

で
、
天
台
が
い
ち
早
く
用

い
て
い
た
が
、

宋
代

の
仏
教

で
は
教
学
と
禅
観
と
は
井
修
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
が
宗
名
に
も
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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五

『法
界
観
門
』
と
祖
統
説
と
の
関
連

『
法
界
観
門
』
そ
の
も
の
の
著
者
お
よ
び
成
立
に

つ
い
て
は
多
く

の
問
題
を
孕
ん
で
い
る
が
、
澄
観
と
宗
密
が
杜
順

の
著
作
と
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
宋
代
で
は
杜
順
の
真
撰
と
し
て
疑
わ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
密
が

『註
法
界
観

　
ま

門
』

に
お
い
て
杜
順
を
華
厳

の
祖
師
と
し
て
位
置
づ
け
、
杜
順
i
智
倣
-
法
蔵
と
次
第
す
る
三
祖
説
を
出
し
た
こ
と

は
、
宋
代
に
な

っ
て

杜
順
ー
智
傲
-
法
蔵
-
澄
観
ー
宗
密
と
次
第
す
る
五
祖
説
や
、
そ
の
上
に
馬
鳴

・
龍
樹
を
加
え
る
七
祖
説
が
生
ま
れ

る
基
と
な

っ
て
い
る
。

周
知

の
如
く
、
七
祖
説
は
北
宋
代
に
華
厳
を
中
興
し
た
浄
源
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
最
も
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
五
祖
説
も
ま
た
五
台
承

お
　

遷
や
仲
希
と
い
っ
た
浄
源
の
師
た
ち
の
説
に
基
づ
い
て
浄
源
が
明
確
化
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
師
資
相
承
の

次
第
を
厳
密
に
論
ず
れ
ば
、
法
蔵
と
澄
観
と

の
間
に
は
、
浄
法
寺
慧
苑
と
天
竺
寺
法
銑
の
両
名
を
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
が
、
澄
観
が
慧
苑

を
背
師
異
流
と
し
て
斥
け
た
こ
と
に
よ
り
、
慧
苑
と
そ

の
学
説
を
承
け
る
法
銑
と
を
祖
統
か
ら
除
き
、
後
代
に
影
響
を
残
し
た
宗
密
を
加

え
て
五
祖
と
し
た

の
が
華
厳

の
五
祖
説
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
華
厳
五
祖
説
は
澄
観
や
宗
密
の
影
響
を
強
く
稟
け
る
人

々
に
よ

っ
て
定
着
し

て
い

っ
た
祖
統
説
な

の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
重
要
な

の
は
、
杜
順
が

『法
界
観
門
』
を
書
い
た
が
故
に
初
祖
と

さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

歴
代

の
祖
師
た
ち
は

『
法
界
観
門
』
の
教
説
に
基
づ
い
て
教
学
を
打
ち
立
て
た
と

い
う
意
趣
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

本
崇
は
五
祖
説
を
用
い
て
こ
の
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
彼
は

『
註
法
界
観
門
』
に
付
さ
れ
た
斐
休
の
序
に

「然
此
観
錐
行
於
世
。

而
牢
能
入
之
」

(大
正
蔵
四
五

・
六
八
三
b
二
六
)
と
あ
る
箇
所
に
注
し
て
次

の
よ
う
に
述

べ
る
。

然
此
観
等
者
、
以
帝
心
和
尚
、
唐
初
集
成
観
門
、
傳
於
雲
華
撮
尊
者
。
尊
者
稽
夫
六
相
、
遂
著
十
玄
、
獲
明
雑
華
、
傳
之
賢
首
。
賢

首
考
弦

三
門
、
開
獲
五
教
、
以
解
吾
経
、
傳
於
清
涼
。
清
涼
錐
不
面
言
心
受
而
祖
述
大
疏
、
力
宗
落
章
斥
逐
新
記
。
此
外
遊
其
門
者

蓋
寡
　
。
故
云
、
牢
能
入
之
。

(『
明
版
仏
典
解
題
目
録
』
五
七
頁
中
段
)
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す
な
わ
ち
、
こ
の

『法
界
観
門
』
は
杜
順
が
集
成
し
た
も
の
で
、
杜
順
は
こ
れ
を
智
撮
に
伝
え
た
。
智
撮
は
こ
れ
に
よ

っ
て
六
相
を
尋

思
し
、

つ
い
に

『華
厳

一
乗
十
玄
門
』
を
著
し
て
華
厳

の
教
え
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
法
蔵
に
伝
え
た
。
法
蔵
は
そ
こ
に
説
か
れ
る
真

空
観

.
理
事
無
擬
観

・
周
遍
含
容
観
の
三
重
観
を
考
究
し
て
華
厳

の
五
教
判
を
作
り
、
『
六
十
華
厳
』
を
釈
し
て

『
探
玄
記
』
を
著
し
、
さ

ら
に

こ
れ
を
澄
観
に
伝
え
た
。
澄
観
は
直
接
法
蔵
か
ら
面
授
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
忠
実
に
祖
述
し
て

『華
厳
経
疏
』
を
著
し
、
そ
の
他

多
く

の
著
作
を
出
し
て
浄
法
寺
慧
苑

(法
蔵

の
直
弟
子
)
の

『刊
定
記
』
を
排
斥
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
こ
の
観
門
を
会
得
し
た
人
は
希
れ

で
あ
る
、
と
云
う
。
つ
ま
り
、
『法
界
観
門
』
こ
そ
は
華
厳
教
学

の
最
も
根
幹
で
あ
り
、
正
統
と
異
端
と
を
隔
て
る
判
断
基
準
と
な
る
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
妥
当
性

の
如
何
に

つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
お
く
と
し
て
、
『法
界
観
門
』
に
対
す
る
重
視
の
程
が
窺
知
さ
れ

る
。と

こ
ろ
で
、
華
厳

の
列
祖
が

『
法
界
観
門
』
に
基
づ

い
て
教
学
を
打
ち
立
て
た
と
す
る
説
は
、
高
麗
の
義
天

(
一
〇
五
五
～

=

〇

一
)

も
述

ぺ
る
所
で
あ
る
。

義

天

「新
集
圓
宗
文
類
序
」

(『
大
畳
國
師
文
集
』
巻

一
所
牧
、
韓
佛
全
巻

四

・
五
二
八

a
)

有
終
南
祖
師
杜
順
。
口

(尊
?
)
者
歎
日
、

「大
哉
法
界
之
経
也
。
自
非
登
地
。
何
口

(H
能
)
被
其
文
、
見
其
法
哉
。
吾
設
其
門
、

以
示
之
。
於
是
、
著

『法
界
観
門
』
」。
以
授
高
弟
智
撮
尊
者
。
假
師
得
之
、
攣
之
爲
五
教
、
演
之
爲
十
玄
。
及
乎
賢
首
、
祖
述
於
前
、

清
涼
憲
章
於
後
。
始
可
謂
能
事
畢
　
。
故
講
大
経
者
、
成
以
撮
藏
清
涼
三
家
義
疏
。
永
爲
標
準
、
而
労
用
諸
家
補
焉
。

義

天

「示
新
参
學
徒
維
秀
」
(『大
畳
國
師
文
集
』
巻
十
六
所
牧
、
韓
佛
全
巻
四

・
五
五
五

c
～
五
五
六

a
)

在
昔
吾
祖
杜
順
尊
者
嘆
日
、
大
哉
法
界
之
経
也
、
自
非
登
地
、
何
能
被
其
文
、
見
其
法
哉
。
於
是
、
著

『
法
界
観
』

三
重
三
十
門
、

井

『瀧
渡
頒
』
三
首
、
傳
有
高
弟
倣
尊
者
。
微
傳
藏
國
師
。
皆
面
言
心
授
、
三
葉
騰
芳
、
厭
後

一
宗
祖
師
、
凡
有
著
撰
、
未
嘗
不
以



三
観
爲
亀
鏡
故
。
會
稽
嘉
鮮
寺
神
秀
法
師
、
花
嚴
疏
中
引

『瀧
渡
頒
』
云
、

「順
暉
師
日
、
『
於

一
境
中

一
切
智

、
一
切
智
中
諸
法
界
』。

斯
乃
大
教
之
游
液
也
。
且
如
探
玄
妙
蹟
至
相
十
門
、
皆
稟
有
所
從
、
義
非
孤
起
。
今
具
述
之
、
以
明
宗
也
」。

[已
上
彼
文
]
。
又
清
涼

國
師
玄
鏡
中
、
解
周
遍
含
容
観
、
却
將
十
玄
、
配
繹
十
門
、
其
後
結
云
、
「是
故
十
玄
、
亦
自
此
出
」
。
以
此

而
推
、
予
嘗
謂
學
徒
示

教
観
本
末
云
、
「至
相
得
之
、
演
之
爲
十
玄
、
攣
之
爲
五
教
」
。
其
言
不
謳
也
。
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義

天
は
多
く

の
宋
朝
の
人
士
と
交
流
が
あ
り
、
高
麗
か
ら
宋

へ
許
多
の
逸
書
を
齎
し
て
華
厳
の
復
興
に
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。
な
か

で
も
浄
源
と
は
特
に
親
交
が
篤
く
、
元
豊
八
年

(
一
〇
八
五
)
か
ら
元
祐
元
年

(
一
〇
八
六
)
に
か
け
て

一
年
ほ
ど
入
宋
し
た
折
に
は
浄

　　
　

源

に
弟
子
の
礼
を
と

っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
間
に
も
多
く
の
人
々
と
相
見
し
、
典
籍
の
交
換
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
入
宋

の
前
後
に
も

多
く

の
宋
人
た
ち
と
信
書
を
介
し
て
交
流
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
如
く
、
高
麗
の
伝
承
が
中
国
の
地
に
伝
わ

っ
て
い
た
可

　　
　

能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
浄
源

の
入
寂
が
元
祐

三
年

(
一
〇
八
八
)
で
、
そ
の
年
に
本
崇
は
諸
方
で
の
遊
学
を
終
え
て
開
封
に
入
り
、
そ

の
後

に

『
法
界
観
門
』
を
講
じ
て

『
通
玄
記
』

三
巻
を
造

っ
て
い
る
か
ら
、
義
天
を
介
し
て
、
ま
た
は
そ
れ
以
前

か
ら
伝
え
ら
れ

て
い
た

　　

新
羅
や
高
麗
の
伝
承
を
本
崇
が
聞
き
及
ん
で
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
結
局
、
こ
の
伝
承
の
出
所
は

不
明
と
せ
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
の
時
代
に
強
く
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
確
か
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
宗
密
が

『註
法
界
観
門
』
で
三
祖
説
を
出
す
箇
所

(大
正
蔵
四
五

・
六
八
四

c
一
二
～

=
二
)
に
対
し

て
、
本
崇
は
次

の
よ
う

に
解

釈
し
て
い
る
。

次
辮
宗
承
注
。
初
之
祖
師
者
、
和
尚
於
終
南
山
、
造
此
観
畢
、
聚
火
呪
日
、
若
契
諸
佛
意
、
焼
即
不
然
、
如
其
不
契
、
可
随
薪
減
壼
。

如
故
乃
授
門
人
智
撮
、
然
講
華
嚴
井
制
疏
者
、
皆
凋
此
観
。
故
和
尚
爲
初
祖
、
而
臓
藏

二
師
、
爲

二
一二
祖
也

。
(『明
版
仏
典
解
題
目

録
』
六

一
頁
中
段
)
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杜
順
が

『
法
界
観
門
』
を
製
し
詑

っ
た
と
き
、
こ
れ
を
火
中
に
入
れ
て
、
諸
仏

の
意
に
か
な

っ
て
い
れ
ば
焼
い
て
も
燃
え
ず
、
か
な

っ

て
い
な
け
れ
ば
燃
え
て
滅
蓋
す
る
よ
う
に
と
呪
し
、
そ
の
結
果
燃
え
残

っ
た
た
め
、
門
人

の
智
撮
に
こ
れ
を
授
け
た
と

い
う
。
そ
し
て
、

智
撮
は

『
法
界
観
門
』
に
爲

っ
て

『
六
十
華
厳
』

の
注
釈
書

『捜
玄
記
』
を
書
き
、
法
蔵

へ
と
法
が
伝
え
ら
れ
た

の
だ
か
ら
杜
順
を
初
祖

と
す
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
仏
意
に
か
な

っ
て
い
れ
ば
火
に
燃
え
な
い
と

い
う
の
は
諸
仏
典
に
も
見
え
る
こ
と

で
あ
る
が
、
自
著
を
火

　　

中

に
投
じ
て
燃
え
る
か
否
か
を
占
う

の
は
、
義
相

(義
湘
)

の

『
一
乗
法
界
図
』
に
ま

つ
わ
る
故
事
を
想
起
さ
せ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
朝

　れ
　

鮮
華
厳
と
の
関
連
を
思
わ
せ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
の
も
本
書

の
特
徴
と
言
え
よ
う
。

六

結
語

上
来
、
本
崇

の

『華
厳
法
界
観
門
通
玄
記
』
に

つ
い
て
、
『
七
字
経
題
三
十
門
頒
』
と
共
に
思
想
史
的
に
問
題
と
な
る
点
を
教
観
井
修
の

立
場
と
祖
統
説
と
の
二
点
か
ら
管
見
し
た
。
そ

の
結
果
、
本
崇
が

『
法
界
観
門
』
を
こ
と

の
ほ
か
重
視
し
、
華
厳
教
学

の
根
幹
と
し
て
位

置
づ
け
、
正
統
的
華
厳
学
を
判
定
す
る
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
ま
た
、
高
麗

の
伝
承
が
流

入
し
て
い
る
可
能
性
に

触
れ
、
華
厳
復
興
期

の
華
厳
教
学

の

一
様
相
を
垣
間
見
た
。

唐
末
五
代
か
ら
北
宋
代
に
か
け
て
の
期
間
、
華
厳
教
学
は
振
る
わ
な
か

っ
た
が
、
宗
密

の

『註
法
界
観
門
』
の
重
視
に
よ
る
杜
順
集
と

さ
れ
る

『
法
界
観
門
』

の
注
釈
の
流
行
に
と
も
な

い
、
華
厳
観
法
が
脚
光
を
あ
び
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宗
密
以
後

の
華
厳
学

　　

の
法
系
を
た
ど

っ
た
結
果
と
し
て
鎌
田
茂
雄
氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
本
崇

の
記
述
を
見
る
こ
と
で
更
に
裏
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

宋
朝
下
に
お
い
て
な
さ
れ
た
華
厳
研
究
は
、
主
に
宗
密
の
教
学
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
展
開
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
禅
宗
の
人
々
に
与
え
た
影
響

の
実
際
が
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
華
厳
教
学
に
た
ず
さ
わ

っ
た
人
は
殆

ど

の
場
合
、
教
観
井
修
を
論
じ
る
の
で
あ
る
が
、
同
様
に
教
と
禅
と
を
井
修
す
る
法
眼
宗
と
の
思
想
史
的
関
連
に
は
特
に
注
意
を
払
う
必

要
が
有
る
。



こ

の
ほ
か
に
も

『
通
玄
記
』
に
は
、
南
宋
代
に
議
論

の
中
心
と
な

っ
た
教
判
論

の
問
題
な
ど
も
含
め
、
発
展
後

の
華
厳
教
学
内
部
で
論

じ
ら
れ
た
問
題
の
出
発
点
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
が
処
々
に
見
ら
れ
る
が
、
教
理
内
容
に
関
す
る
特
徴
に

つ
い
て
は
、
紹
元
の

『智
燈
疏
』

や
宗

豫
の

『法
界
観
務
本
記
』
な
ど
、
現
存
す
る
他

の
注
釈
書
と
比
較
し
た
上
で
論
じ
る
必
要
が
有
る
た
め
、
今
後

の
機
会
に
譲
る
こ
と

と
し
た
い
。
ま
た
、
文
中
で
言
及
し
た
朝
鮮
華
厳
と
宋
朝
華
厳
と

の
関
係
は
、
日
本
に
お
け
る
義
天
版
の
流
布
形
態
な
ど

の
事
情
も
含
め
、

今
後
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
よ
り

一
層
検
討
を
加
え
、
さ
ら
に
追
求
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
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))

 

(
3
)

(
4
)

註『
宋
高

僧

伝
』
巻

七

(大

正
蔵

五
〇

・
七

五

二

c
)

澄
観
や

宗
密

が
取

り

入
れ
た

こ
と

の
延

長
線

上
に
あ

る

が
、
浄

源

の
師

で
あ

る

子
溶

は
華
厳

の
五
教
と

天
台

の
化

儀

の
四
教

と
を

配
対

す

る
な

ど
、
天
台

の
影
響

が
強

い
。
子
溶

に

つ
い
て
は
拙
稿

「
長
水

子
溶

に
お

け

る
宗

密
教

学

の
受

容
と

展
開

」

(『
南

都

仏
教

』
八
〇
号

、
二
〇
〇

一

年

未
刊

に
掲

載

予
定
)

を
参

照
さ

れ
た

い
。

程

願

『
遺
書

』
十

八

「間

、
某
嘗

読

華
嚴

経
、
第

一
眞

空
絶

相
観

、
第

二
事

理
無

擬
観

、
第

三
事

事
無

擬
観

、
讐

如
鏡

燈

之
類

、
包
含

萬
象

、

無

有
窮

壼
、

此

理
如
何

。

日
、

只
爲
繹

氏
要

周
遮

、

一
言

以
蔽
之

、

不
過

日
萬

理
鶴
於

一
理
也
」
。

常

盤
大

定
氏

が
昭

和
九

年
か

ら
同

十
年

に
か

け

て
調
査

し
た

際

の
報
告

で
は

、

宋

廣
智

大
師

本
崇
集

。

宋
版
折

本

、
六

行
、

行

二
十

一
宇

。

善
本

。
巻

中

・
下

二
巻
を
有

す

る
。

と

あ

る

(常
盤

大
定

『
支

那
佛

教

の
研
究

第

三
』

春
秋
社

、

一
九

四
〇
年

年
十

一
月
、

二
四

五
頁
)
。

と

こ
ろ
が

、
昭

和

四
十
年

代

に
行
わ

れ

た

「
高
山

寺
典
籍

文
書

綜

合
調
査

団

」

の
調
査
結

果

に
よ

る
と

、
次

の
よ

う

に
報

告

さ
れ

て

い
る
。

華
厳

法

界
観

通
玄

記
巻
中

・
下

(宋

版
)

二
帖

[
1
]
巻

中

○
南
宋

時
代

刊
、

折
本

装
、

尾
欠

、

[高

山

寺
]
朱

印

、

天
地
横

界
、

一
頁

六
行

、

一
行

二
十

一
字
版

心
記

継

目

ア
リ
、
無

点
。

[
2
]
巻

下
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○
体

裁
等

[
1
]

に
同
ジ

、
首

二
紙

、
中

二
紙

ノ

ミ
、
版

心
記

折

目

ア
リ
、
無

点
。

澄
観

以
前

に
も

『
法
界
観

門

』

の
注

釈
が

あ

っ
た

可
能
性

が
あ

る
。

木
村

清
孝

氏
は

『
初
期

中

国
華
厳

思
想

の
研
究
』

(東

京
、
春

秋
社

、

一

九
七

七
年

一
〇

月
)
第

一
篇
第

一
章
第

二
節

「
『
法

界
観

門
』
を
め

ぐ

る
問
題

」

(
三

四
七
頁
)

に
お

い
て
、
澄
観

の

『
法

界
玄
鏡

』

の
周

遍
含

容

観

の
第

八

「交

渉
無

擬
門

」

の
最

後

の

一
句

「有

本
後

二
句

入
在

頭
」

(大

正
蔵

四
五

・
六

八

一
c

一
七

～

一
八
)

は
、
誰

か

の
注
釈

の
混

入
と

し
か

思
え
な

い
こ
と
を

指
摘

し
、

さ
ら

に

「今

、
有
本

の
繹
に
依

ら
ば

」

(全

・
六

七
五

a
四
)
や

、

「
有

る
が

云
く
」

(全

・
六

八

二

c

一
四
)
の
語

に

よ

っ
て
、
澄
観

以
前

に
注

釈
が

有

っ
た

可
能
性

を
論

じ

て
お
ら

れ

る
。
た
だ

し

、
本

崇

の
時
代

に

は
そ
れ

ら

が
伝
わ

っ
て

い
な

か

っ
た

こ
と

は
、
彼
が

斐
休

の
序

に

「観

文
有

数
家

之
疏

」

(
大
正
蔵

四
五

・
六
八

四

a
一
八
～

一
九
)
と

あ

る
箇

所

に
注

し

て
、

「
問

日
、
観

門
有
敷

家

等
者

、
意

云
、
古
來

廣
疏

人
尚

不

了
。
今
之

略
注

易
能

開
曉

。
廣

疏
即

清
涼

玄
鏡

是
也

。
此

外

別
無
解

繹

。
圭
峰

但

略
玄
鏡

、
以
爲

注
也

。
今

云
、
数

家
者

、
未
之

聞
也

。
或

云
、
敷
家

者
、
即

至
相

十
玄

、
賢
首

百
門

義
海

、
還
源
観

等

、
斯

皆

別
爲
制

住

、
非
繹
此

観
」

(『
明

版
仏

典
解

題

目
録
』
五
九
頁

下
段
)
と
述

べ

て

い
る
こ
と

に

よ

っ
て
知
ら

れ

る
。
そ

し

て
、
実

際

に
後
代

に
多

大
な

影
響

を

与
え

た

の
は
特

に

宗
密

の

『
註
法

界
観

門
』

で
あ

っ
た

。

木
村

清
孝

前
掲

書

(三

二
九
～

三

三
〇
頁

)
。

目
本

で
応

永

三
年

(
=
二
九
六
)
に

三
河
守

源
時

則
が

宋
版

よ

り
翻
刻

し
た

と
思

わ
れ

る
東

大
寺

図
書

館
所

藏

の

『
註

法
界

観
門

』
や

、
こ
れ

を
江

戸
時

代

の
慶

安

二
年

(
一
六

四
九
)
に
覆

刻

し
た
和

刻
本

(大
谷

大
学

・
大

正

大
学

・
龍

谷
大
学

・
高

野

山
大
学

な
ど

所
蔵

)
の
巻

末

に

は
、

立

正
大
学

所
蔵

の

『
註
法

界
観

門
』

と
同

じ
く

「好

烏
山

沙
門
智

藏

注
」

と
記
さ

れ

た

『
略
法

界
観

門
』

が
合
刻

さ

れ

て

い
る
。

善
烹

の
伝

記

「憲
華
厳

伝

」

(『
禅
門
逸

書

』
所

収

『
北
礪

文
集

』
巻

五
)

の
記

述

に
よ

る
。

こ

の
中
、
守
真

述
と

し

て

『
紗

』
四
巻

・
『
科
』

一
巻

、
従
朗

述
と

し

て

『
集

要
紗

』
三
巻

が
、
有

朋

(
明
)
述
と

し

て

『
集

解

』
五
巻
が

『
義

天
録

』

に
載
録

さ
れ

て

い
る
。

西
蜀
仁

周

の
著
作

は

『
義

天
録

』

に
載

録
さ

れ

て

い
な

い
。

『
明

版
仏

典
解

題

目
録
』

四
二
頁
、

野
沢

佳
美

氏

の
解
説

を
参

照
。

前

二
句

は
、
『
景

徳
伝

燈
録

』
巻

十

一
な
ど

に

「福

州
露

雲
志

勤

繹
師
本

州
長

漢

人
也
。

初
在

濾
山

、
因
桃

華
悟

道
、

有
偶

日
、

三
十

年
來

尋

劒
客

、
幾
逢
落

葉

幾
抽
枝

、
自
從

一
見
桃
華

後
、
直

至
如
今

更

不
疑

。
祐

師
覧

偶
詰

其
所

悟
與

之
符

契
。
祐

日
、
從
縁

悟
達

、
永
無

退
失

、
善

自
護

持
。

[有
僧

畢
似

玄
沙

。
玄

沙

云
。
諦

當
甚
諦

當

、
敢
保

老

兄
猶
未

徹
。

衆
疑

此
語

。
玄
沙

問

地
藏

、
我
急

慶
道

、
汝

作
麿

生
會

。
地
藏
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(
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)

(
19
)

(20
)

云
、
不
是

桂
探

、
即
走

殺

天
下

人
。
]
」
と

あ

る
故
事

。
後

二
句

は

『
碧

巌
録

』
四

十
則
な

ど

に

「塁
。
陸

亘
大

夫
與

南
泉

語

話
次
陸

云

、
肇
・法

師
道

天
地
與

我

同
根
萬

物
與

我

一
謹
也

、
甚
奇

怪

。
南

泉

指
庭
前

花

召
大

夫

云
、
時

人
見
此

一
株

花
如

夢
相

似
」
と

あ

る
故
事

を

指

し
て

い
る
。

「老

王
責

瓜
、
自

責
自

誇

」
は
当

時

の
俗

語

で
も
あ

る
が

、
老

王
は
南

泉

の
こ
と
を

指
す

。

『
明
版
仏

典
解

題

目
録

』
六

七
頁

中
段

。

「古

人

云
」
と

し

て

『
信

心
銘

』

の

「境

由
能

境
、
能

由
境

能
、
欲
知

爾

段
、

元
是

一
空
」

(大

正
蔵

五

】

・
b

二
～

三
)
と

い
う

】
文
を

引
用

し

て

い
る
。
ま

た
、

(同

六
〇

頁

下
段
)

「天

台
止

観
論
序

云
」
と

し

て

『
天
台
小

止
観

』
初

標

(大

正
蔵

四
六

・
四
九

二

a
)

が
引

か
れ

て

い
る
。

安

藤
俊

雄

氏
は

『
天
台

性
具

思
想

論
』

(京

都
、
法

蔵
館

、

一
九

五
三
年

)
後

編
第

三
章

「性

起
哲

学

の
浸
潤

」
に

お

い
て

『
釈
門

正
統

』

の

記
述
を

も
と

に
徳

紹

の
思
想

が
教

禅

皿
致
を

越
え

て
教

禅
相

依

の
立

場
と

し
た

形
跡

が
あ

る
」

と
論

じ

て
お
ら

れ

る

(
一
四
五
頁
)
。

賢
首
教

と

か
賢

首
教
観

の
よ
う

に
、
宗
名

に
法

蔵

の
大
師

号

で
あ

る
賢
首

を
冠

し

た

の
は
浄
源

で
あ

る
。
華
厳

復

興
事

業

の

一
環
と

し

て
宗

名

を

確
定

し

た

の
だ
が
、
そ

れ
よ

り
早

く

四
明
知

礼
が

天
台
教

観

と

い
う
呼

称
を

用

い
て

い
る
。
詳
細

は
拙

稿

「晋

水
浄

源
と

宋
代

華
厳

」

(『
禅

学

研
究

』
第

七

七
号
、

一
九
九
九

年

三
月
)

を
参

照
さ

れ

た

い
。

宗

密

『
註
法

界
観

門
』

「京

終
南

山
釈
杜

順
集

、
姓
杜

、
名

法
順

。
…

…
是

華
嚴

新

旧

二
疏
初

之
祖

師
。
撮
尊

者
爲

二
祖

。
康

藏

國
師
爲

三
祖
」

(大

正
蔵

四
五

・
六

八

四
下
)

拙

稿

「中
国

華
厳

の
祖

統
説

に

つ
い
て
」

(鎌

田
茂
雄
博

士

古
希

記
念
会

編

『
華

厳
学

論
集

』
大

蔵
出

版
、

一
九
九

七
年

一

一
月
)
。

浄

源

に
よ

る
華
厳

復
興

の
経
緯

と

そ

の
内

容

、
お

よ
び
義

天
と

の
関
係

に

つ
い
て
は

既
に
論

じ
た

こ
と

が
あ

る
。
拙
稿

前
掲

論

〔
一
九

九
九
年

〕

参

照
。

法

蔵

の

『
五
教

章
』
に
注

釈
し

て

『
華
厳

一
乗
分
斉

章
義

苑

疏
』
を

著

し
、
後

に
華

厳

の
宋

朝

四
家

の

一
人

に
数
え

ら
れ

た
道

亭

(
一
〇

二
三
ー

一

一
〇

〇
)
も
、
光
統

律
師

慧
光

を
初

祖
と

し
仏

陀

三
蔵
を

高
祖

と
す

る
海

東

に
伝

わ

る
華

厳

の
祖

承
を

紹
介

し

て

い
る

(
卍
続

蔵

一
〇

三

・

一
〇

五

c
)
。

道
亭

も
信

書
を

以

て
義

天
と
交

流

し

て
い
た

。

『
通

玄
記

』
に
叙

を
付

し
た

元
照

は
義

天

に
講
義

を
依

頼

し

て
い
る
。
本

崇

と

元
照
と

に
関

係
が

あ

っ
た
と

す
れ
ば

、
本

崇

は
元

照
あ

た
り

か

ら
高

麗

の
状

況
を

聞
き

及
ん

で

い
た
可
能

性

も
あ

る
。

高

麗
均
如

『
一
乗

法
界

図

円
通

記
』
巻
上

(元
常

録
)

に
は

「相

公
、
於

撮
師

所
、
受
華

嚴

時
、
傲

師
造

七
言

三
十

句
詩

、
以
授

相

公
。
相

公
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則
於

墨
字

上
、
書
赤

印
以
献

、
師

歎

日
、
汝
究
謹

法
性

、
達

佛
意

旨
、
宜

造

於
繹
。
相

公
、
初

造

四
十
鯨

紙
繹

、
以

進
師
。
師
欲

知
合

佛
意

否

、

將

至
佛
前

、
立

願
焼

之
、
悉

皆
焼

蓋
。
又
造

六
十

鯨
紙

、
進

亦
焼

壷
。
又
造

八
十
鯨

紙

、
進
師

、
師

共
相

徳
、
亦
如

前
焼

之
、
於

中
有

焼

不
焼
。

不
焼

之
文

、
今

行
於

世
」

(『
韓

仏
全

』

一
a
)

と
あ

る
。

(21
)

た
だ

し
、

『
義

天
録
』

に

『
通

玄
記

』

の
書

名
が

あ
が

っ
て

い
な

い
こ
と
か

ら
、
本

崇
が
義

天
と
直

接
関

係
を
結

ん

で

い
た
可
能

性

は
薄

い
と

せ
ね

ば
な

る
ま

い
。

(22
)
鎌

田
茂
雄

「宗

密

以
後

の
華

厳
宗

」

(鎌

田
茂
雄

博
士

古
希

記
念
会

編

『
華
厳

学

論
集

』
、
東

京

、
大
蔵

出
版

、

一
九

九
七
年

一

一
月
)

一
〇
〇

頁
。

　


